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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 1,928,359 △2.4 156,475 △0.5 77,577 3.2

29年３月期 1,975,784 △2.5 157,227 △8.3 75,187 3.6
(注) 包括利益 30年３月期 93,236百万円( －％) 29年３月期 △69,598百万円( －％)

　
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 経常収益経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 124.23 121.81 6.9 1.0 8.1

29年３月期 117.81 115.59 6.5 1.1 8.0
(参考) 持分法投資損益 30年３月期 72百万円 29年３月期 1百万円
　

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 15,262,398 1,153,036 7.5 1,844.15

29年３月期 14,891,167 1,096,772 7.3 1,727.69
(参考) 自己資本 30年３月期 1,147,424百万円 29年３月期 1,092,856百万円
　

　
（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 370,127 △467,159 12,690 798,538

29年３月期 343,760 △534,505 △48,926 885,267
　　　
２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 － 15.00 － 17.50 32.50 20,599 27.6 1.8

30年３月期 － 17.50 － 20.00 37.50 23,332 30.2 2.1

31年３月期(予想) － 20.00 － 20.00 40.00 31.5
　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 2,130,000 10.5 156,000 △0.3 79,000 1.8 126.97
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 655,000,000株 29年３月期 681,480,000株

② 期末自己株式数 30年３月期 32,802,460株 29年３月期 48,925,774株

③ 期中平均株式数 30年３月期 624,468,759株 29年３月期 638,194,089株
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、連結業績予想についての詳細は【添付資料】４ページ「次期の見通し」に記載しておりますので、ご参照
願います。
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I．経営成績等の概況

１．当期の経営成績・財政状態の概況

(1) 当期の経営成績の概況

経常収益は、保険料等収入1兆4,837億円（前期比1.4％減）、資産運用収益3,727億円（同7.4％減）、

その他経常収益718億円（同5.9％増）等を合計した結果、前連結会計年度に比べ474億円減少し、1兆

9,283億円（同2.4％減）となりました。

一方、経常費用は、保険金等支払金1兆1,461億円（同1.2％減）、責任準備金等繰入額2,628億円（同

1.5％増）、資産運用費用962億円（同26.1％減）、事業費2,023億円（同2.4％増）、その他経常費用

641億円（同9.9％減）を合計した結果、前連結会計年度に比べ466億円減少し、1兆7,718億円（同2.6％

減）となりました。

この結果、経常利益は1,564億円（同0.5％減）となりました。また、特別利益は0億円（同90.6％減）、

特別損失は165億円（同53.3％減）となり、経常利益に特別利益、特別損失、契約者配当準備金繰入額、

法人税等合計等を加減した親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に比べ23億円増加し、

775億円（同3.2％増）となりました。

なお、当期純利益775億円（同3.0％増）に、その他の包括利益156億円（前連結会計年度は△1,449

億円）を加えた包括利益は932億円（同△695億円）となりました。

①経常収益 （単位：億円）

（注）連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

②経常利益 （単位：億円）

（注）連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成30年3月期

（平成29年4月1日～

平成30年3月31日）

増減額

連結 19,757 19,283 △474

太陽生命保険(株) 8,979 7,387 △1,592

大同生命保険(株) 9,444 9,880 436

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 1,558 1,964 406

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成30年3月期

（平成29年4月1日～

平成30年3月31日）

増減額

連結 1,572 1,564 △7

太陽生命保険(株) 666 627 △38

大同生命保険(株) 826 893 67

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 61 25 △36
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③親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：億円）

（注）１．連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

２．生命保険会社３社の数値は、当期純利益を記載しております。

(2) 財政状態及びキャッシュ・フローの概況

① 資産、負債及び純資産の概況

当連結会計年度末の総資産は15兆2,623億円（前期比2.5％増）となりました。

主な資産構成は、公社債を中心とする有価証券11兆3,770億円（同3.4％増）、貸付金1兆6,486億円（同

2.2％減）、現金及び預貯金7,765億円（同10.0％減）、金銭の信託6,858億円（同17.5％増）、有形固

定資産3,632億円（同13.6％増）であります。

負債合計は14兆1,093億円（同2.3％増）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は13兆

3,957億円（同2.0％増）となっております。

純資産合計は1兆1,530億円（同5.1％増）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金

は3,535億円（同4.4％増）となっております。

当連結会計年度末の連結ソルベンシー・マージン比率は1,061.8％となりました（前連結会計年度末

は1,105.1％）。また、連結実質純資産は2兆7,076億円となりました（同2兆5,925億円）。

② キャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ263億円収入増の3,701億円の収入とな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ673億円支出減の4,671億円の支出とな

りました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ616億円収入増の126億円の収入となり

ました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、期首から867億円減少し、7,985億円（前

連結会計年度末は8,852億円）となりました。

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成30年3月期

（平成29年4月1日～

平成30年3月31日）

増減額

連結 751 775 23

太陽生命保険(株) 289 304 15

大同生命保険(株) 431 445 14

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 21 15 △5
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２.次期の見通し

平成31年３月期の連結業績予想は、次のとおりであります。

（単位：億円）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

通 期 21,300（10.5％増） 1,560（0.3％減） 790（1.8％増）

(注)括弧内の数値は当期比。

経常収益は、当期に比べ、約2,000億円増加の2兆1,300億円（当期比10.5％増）を見込んでおります。

これは主に、保険料等収入の増加を見込むことによります。

経常利益は、当期並みの1,560億円(同0.3％減)を見込んでおります。

経常利益1,560億円に特別損益、契約者配当準備金繰入額、法人税等合計等を加減した親会社株主に

帰属する当期純利益は、当期に比べ、約10億円増加の790億円（同1.8％増）を見込んでおります。

Ⅱ.会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの会計基準につきましては、日本基準を適用しています。

当社グループでは、将来における国際財務報告基準（IFRS）の適用に備え、調査・研究を行っておりま

すが、実際の適用にあたっては、IFRSに関する国内外の動向等を踏まえ、検討していく方針です。
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Ⅲ．連結財務諸表及び主な注記

１．連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

現金及び預貯金 862,425 776,510

コールローン 11,302 10,539

買入金銭債権 141,242 117,578

金銭の信託 583,476 685,819

有価証券 11,001,953 11,377,032

貸付金 1,685,118 1,648,600

有形固定資産 319,884 363,245

土地 177,864 202,010

建物 122,157 155,308

リース資産 714 605

建設仮勘定 15,237 1,237

その他の有形固定資産 3,910 4,082

無形固定資産 23,195 26,862

ソフトウエア 21,640 25,395

リース資産 383 298

その他の無形固定資産 1,172 1,169

代理店貸 756 740

再保険貸 3,535 3,136

その他資産 210,889 209,171

繰延税金資産 49,143 44,753

貸倒引当金 △1,755 △1,591

資産の部合計 14,891,167 15,262,398
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

保険契約準備金 13,139,218 13,395,725

支払備金 70,065 67,749

責任準備金 12,976,211 13,239,086

契約者配当準備金 92,942 88,889

代理店借 334 658

再保険借 1,781 1,539

短期社債 2,999 6,000

社債 50,095 87,065

その他負債 332,772 342,252

役員賞与引当金 263 276

退職給付に係る負債 56,547 50,764

役員退職慰労引当金 53 56

特別法上の準備金 204,894 219,695

価格変動準備金 204,894 219,695

繰延税金負債 7 13

再評価に係る繰延税金負債 5,426 5,316

負債の部合計 13,794,395 14,109,362

純資産の部

資本金 207,111 207,111

資本剰余金 194,522 156,785

利益剰余金 460,683 516,585

自己株式 △67,763 △46,703

株主資本合計 794,554 833,779

その他有価証券評価差額金 338,842 353,590

繰延ヘッジ損益 △5,203 △4,320

土地再評価差額金 △35,354 △35,637

為替換算調整勘定 17 11

その他の包括利益累計額合計 298,302 313,645

新株予約権 1,178 1,216

非支配株主持分 2,737 4,395

純資産の部合計 1,096,772 1,153,036

負債及び純資産の部合計 14,891,167 15,262,398
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２．連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

経常収益 1,975,784 1,928,359

保険料等収入 1,505,234 1,483,719

資産運用収益 402,709 372,753

利息及び配当金等収入 276,628 285,496

金銭の信託運用益 5,610 －

有価証券売却益 111,077 78,487

為替差益 1,295 －

貸倒引当金戻入額 292 86

その他運用収益 2,386 2,734

特別勘定資産運用益 5,418 5,948

その他経常収益 67,838 71,813

持分法による投資利益 1 72

経常費用 1,818,556 1,771,884

保険金等支払金 1,160,357 1,146,175

保険金 349,055 334,188

年金 300,940 281,915

給付金 152,715 148,099

解約返戻金 307,840 330,019

その他返戻金 49,805 51,951

責任準備金等繰入額 259,134 262,894

支払備金繰入額 2,151 －

責任準備金繰入額 256,954 262,874

契約者配当金積立利息繰入額 27 19

資産運用費用 130,277 96,288

支払利息 573 637

金銭の信託運用損 － 285

売買目的有価証券運用損 587 195

有価証券売却損 57,725 18,097

有価証券評価損 853 6,193

金融派生商品費用 49,712 45,680

為替差損 － 3,900

貸付金償却 2 1

賃貸用不動産等減価償却費 4,891 5,027

その他運用費用 15,931 16,269

事業費 197,600 202,366

その他経常費用 71,186 64,159

経常利益 157,227 156,475
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

特別利益 300 28

固定資産等処分益 239 13

国庫補助金 60 15

特別損失 35,367 16,513

固定資産等処分損 1,098 953

減損損失 4,779 744

価格変動準備金繰入額 29,134 14,800

その他特別損失 353 15

契約者配当準備金繰入額 25,374 30,331

税金等調整前当期純利益 96,786 109,657

法人税及び住民税等 33,316 34,106

法人税等調整額 △11,895 △2,044

法人税等合計 21,421 32,061

当期純利益 75,365 77,596

非支配株主に帰属する当期純利益 177 19

親会社株主に帰属する当期純利益 75,187 77,577
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 75,365 77,596

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △148,357 14,764

繰延ヘッジ損益 3,398 883

為替換算調整勘定 △0 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △6

その他の包括利益合計 △144,963 15,640

包括利益 △69,598 93,236

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △69,776 93,202

非支配株主に係る包括利益 177 33
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３．連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

　

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 207,111 194,550 422,422 △48,876 775,208 487,200 △8,601

当期変動額

剰余金の配当 △28,992 △28,992

親会社株主に帰属する

当期純利益
75,187 75,187

自己株式の取得 △19,012 △19,012

自己株式の処分 △28 125 97

土地再評価差額金の取

崩
△7,934 △7,934

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△148,358 3,398

当期変動額合計 △28 38,261 △18,886 19,345 △148,358 3,398

当期末残高 207,111 194,522 460,683 △67,763 794,554 338,842 △5,203

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 △43,288 21 435,331 926 2,595 1,214,061

当期変動額

剰余金の配当 △28,992

親会社株主に帰属する

当期純利益
75,187

自己株式の取得 △19,012

自己株式の処分 97

土地再評価差額金の取

崩
△7,934

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
7,934 △4 △137,029 251 142 △136,635

当期変動額合計 7,934 △4 △137,029 251 142 △117,289

当期末残高 △35,354 17 298,302 1,178 2,737 1,096,772
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 207,111 194,522 460,683 △67,763 794,554 338,842 △5,203

当期変動額

剰余金の配当 △21,958 △21,958

親会社株主に帰属する

当期純利益
77,577 77,577

自己株式の取得 △17,018 △17,018

自己株式の処分 △106 377 271

自己株式の消却 △37,700 37,700 －

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
70 70

土地再評価差額金の取

崩
282 282

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
14,748 883

当期変動額合計 △37,736 55,901 21,059 39,225 14,748 883

当期末残高 207,111 156,785 516,585 △46,703 833,779 353,590 △4,320

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 △35,354 17 298,302 1,178 2,737 1,096,772

当期変動額

剰余金の配当 △21,958

親会社株主に帰属する

当期純利益
77,577

自己株式の取得 △17,018

自己株式の処分 271

自己株式の消却 －

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
70

土地再評価差額金の取

崩
282

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△282 △5 15,342 38 1,657 17,038

当期変動額合計 △282 △5 15,342 38 1,657 56,263

当期末残高 △35,637 11 313,645 1,216 4,395 1,153,036
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４．連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 96,786 109,657

賃貸用不動産等減価償却費 4,891 5,027

減価償却費 11,345 10,762

減損損失 4,779 744

支払備金の増減額（△は減少） 2,151 △2,315

責任準備金の増減額（△は減少） 256,954 262,874

契約者配当準備金積立利息繰入額 27 19

契約者配当準備金繰入額（△は戻入額） 25,374 30,331

貸倒引当金の増減額（△は減少） △299 △162

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,183 △5,783

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25 2

価格変動準備金の増減額（△は減少） 29,134 14,800

利息及び配当金等収入 △276,628 △285,496

有価証券関係損益（△は益） △57,329 △59,949

支払利息 573 637

為替差損益（△は益） △540 3,463

有形固定資産関係損益（△は益） 656 888

持分法による投資損益（△は益） △1 △72

代理店貸の増減額（△は増加） △9 16

再保険貸の増減額（△は増加） △2,794 364

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関
連）の増減額（△は増加）

△7,347 △14,043

代理店借の増減額（△は減少） △296 324

再保険借の増減額（△は減少） 1,140 △242

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関
連）の増減額（△は減少）

3,337 99

その他 58,206 60,032

小計 146,888 131,995

利息及び配当金等の受取額 287,630 295,876

利息の支払額 △573 △550

契約者配当金の支払額 △37,713 △34,469

その他 3,648 2,107

法人税等の支払額 △56,119 △24,832

営業活動によるキャッシュ・フロー 343,760 370,127
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

預貯金の純増減額（△は増加） △200 △50

買入金銭債権の取得による支出 △8,500 △2,000

買入金銭債権の売却・償還による収入 47,777 25,454

金銭の信託の増加による支出 △113,277 △137,658

金銭の信託の減少による収入 60,070 35,470

有価証券の取得による支出 △2,525,588 △1,643,451

有価証券の売却・償還による収入 1,843,117 1,265,588

貸付けによる支出 △345,104 △397,753

貸付金の回収による収入 429,496 435,667

その他 93,832 5,560

資産運用活動計 △518,376 △413,173

営業活動及び資産運用活動計 △174,616 △43,045

有形固定資産の取得による支出 △17,387 △53,658

有形固定資産の売却による収入 1,575 247

その他 △316 △574

投資活動によるキャッシュ・フロー △534,505 △467,159

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期社債の純増減額（△は減少） 0 3,000

借入れによる収入 11,700 22,800

借入金の返済による支出 △12,149 △12,331

社債の発行による収入 － 37,000

非支配株主からの払込みによる収入 13 2,147

非支配株主への払戻による支出 － △405

リース債務の返済による支出 △590 △527

自己株式の取得による支出 △19,012 △17,018

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △28,840 △21,926

非支配株主への配当金の支払額 △48 △48

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,926 12,690

現金及び現金同等物に係る換算差額 17 △2,387

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △239,654 △86,728

現金及び現金同等物の期首残高 1,124,922 885,267

現金及び現金同等物の期末残高 885,267 798,538
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５．継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

６．連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報の入手が可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に生命保険会社及び保険業法の規定により子会社とした会社の経営管理を営んでいる保険持株会社で

あり、当社のもとで、独自の商品戦略及び販売戦略を有する生命保険子会社３社がグループコアビジネスである生命

保険事業を展開しております。

従って、当社は、生命保険会社別のセグメントから構成されており、「太陽生命保険」、「大同生命保険」及び

「Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険」の３つを報告セグメントとしております。

「太陽生命保険」は家庭マーケット、「大同生命保険」は中小企業マーケット、「Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保

険」は乗合代理店マーケットをそれぞれ販売市場としており、独自の販売方針のもと、異なる販売商品を有しており

ます。
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２ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸表

計上額太陽
生命保険

大同
生命保険

Ｔ＆Ｄフィ
ナンシャル
生命保険

計

経常収益 737,487 987,614 196,492 1,921,593 31,766 1,953,360 △25,000 1,928,359

セグメント間の内部振替高 1,229 456 ― 1,685 69,300 70,986 △70,986 ―

計 738,716 988,070 196,492 1,923,279 101,066 2,024,346 △95,986 1,928,359

セグメント利益又は損失(△) 62,790 89,397 2,543 154,732 47,895 202,627 △46,152 156,475

セグメント資産 7,219,463 6,573,924 1,365,878 15,159,267 921,034 16,080,302 △817,903 15,262,398

セグメント負債 6,810,776 5,913,402 1,292,955 14,017,134 148,847 14,165,982 △56,619 14,109,362

その他の項目

賃貸用不動産等減価償却費 2,648 2,407 ― 5,056 ― 5,056 △28 5,027

減価償却費 6,033 4,070 54 10,158 644 10,803 △40 10,762

責任準備金繰入額
(△は戻入額)

△20,409 232,722 50,164 262,476 398 262,874 ― 262,874

契約者配当準備金繰入額
(△は戻入額)

15,664 14,668 △1 30,331 ― 30,331 ― 30,331

利息及び配当金等収入 137,721 141,840 7,409 286,971 46,099 333,070 △47,573 285,496

支払利息 638 16 0 656 31 687 △49 637

持分法投資利益(△は損失) ― ― ― ― ― ― 72 72

特別利益 26 55 ― 82 15 97 △68 28

特別損失 4,280 11,754 461 16,496 17 16,513 △0 16,513

(減損損失) 744 ― ― 744 ― 744 ― 744

(価格変動準備金繰入額) 3,251 11,089 459 14,800 ― 14,800 ― 14,800

税金費用 12,390 18,458 494 31,343 724 32,068 △6 32,061

持分法適用会社への投資額 49 100 ― 149 ― 149 ― 149

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

46,298 16,370 1,065 63,734 531 64,266 △117 64,148

(注) １．売上高にかえて、経常収益の金額を記載しております。

２．調整額は、以下の通りであります。

(1)経常収益の調整額△25,000百万円は、主に経常収益のうち責任準備金戻入額20,409百万円、退職給付引当金

繰入額3,627百万円を、連結損益計算書上は経常費用のうち責任準備金繰入額、退職給付引当金戻入額にそれ

ぞれ含めたことによる振替額であります。

(2)セグメント利益又は損失（△）の調整額△46,152百万円は、主に当社が計上した関係会社からの受取配当金

の消去額であります。

(3)セグメント資産の調整額△817,903百万円は、主に当社が計上した関係会社株式の消去額であります。

(4)セグメント負債の調整額△56,619百万円は、主にセグメント間の債権債務消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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【関連情報】

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

外部顧客への売上高

(単位：百万円)

太陽生命保険 大同生命保険
Ｔ＆Ｄフィナン
シャル生命保険

その他 計

保険料等収入 511,900 790,852 176,474 4,492 1,483,719

保険料 511,514 789,337 176,158 4,492 1,481,502

個人保険、個人年金保険 417,790 727,193 175,998 ― 1,320,982

団体保険 31,469 23,897 ― ― 55,366

団体年金保険 61,048 37,200 138 ― 98,386

その他 1,206 1,046 21 4,492 6,767

再保険収入 386 1,514 316 ― 2,217

(注) 売上高にかえて、保険料等収入の金額を記載しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高(経常収益)に区分した金額が連結損益計算書の売上高(経常収益)の90％を超えるた

め、地域ごとの売上高(経常収益)の記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域ご

との有形固定資産の記載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高(経常収益)のうち、連結損益計算書の売上高(経常収益)の10％以上を占める相手先がないため、

記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 1,727円69銭 1,844円15銭

１株当たり当期純利益金額 117円81銭 124円23銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 115円59銭 121円81銭

(注) １株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

(1) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 75,187 77,577

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期
純利益(百万円)

75,187 77,577

普通株式期中平均株式数(株) 638,194,089 624,468,759

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額(百万円)

△20 △20

(うち社債発行差金の償却額
(税額相当額控除後) (百万円))

(△20) (△20)

普通株式増加数(株) 12,115,431 12,215,498

(うち転換社債型新株予約権付社債(株)) (11,104,941) (11,152,830)

(うち新株予約権(株)) (1,010,490) (1,062,668)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか
った潜在株式の概要

─ ─

(2) １株当たり純資産額

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 1,096,772 1,153,036

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 3,915 5,611

(うち新株予約権(百万円)) (1,178) (1,216)

(うち非支配株主持分(百万円)) (2,737) (4,395)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 1,092,856 1,147,424

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式の数(株)

632,554,226 622,197,540
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(重要な後発事象)

当社は、平成30年５月15日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

１ 自己株式の取得を行う理由

株主還元の充実及び資本効率の向上を図るため。

２ 取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 普通株式

(2) 取得し得る株式の総数 13,000,000株(上限)

(3) 株式の取得価額の総額 17,000百万円(上限)

(4) 取得期間 平成30年５月16日～平成30年８月31日

(5) 取得方法 信託方式による市場買付
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